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平
成
二
十
七
年
度

　
　「
役
員
名
簿
」

名
誉
会
長
　
　
増
永
　
正
始

会
　
長
　
　
　
舩
本
　
正
治

副
会
長
　
　
　
市
野
　
俊
哉

　
松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
兼
広
報
部
会
担
当

副
会
長
　
　
　
津
川
　
和
子

　
記
念
碑
管
理
部
会

　
兼
ぜ
ん
ざ
い
Ｐ
担
当

副
会
長
　
　
　
山
口
　
達
也

　
藤
ま
つ
り
担
当

部
会
長
　
　
　
北
川
　
和
正

　
町
お
こ
し
部
会
担
当

副
部
会
長
　
　
松
本
　
好
治

松
下
幸
之
助
研
究
部
会
担
当

副
部
会
長
　
　
横
田
　
和
秀

　
会
報
部
会
担
当

事
業
会
計
　
　
辻
花
　
悦
子

同
監
査
役
　
　
中
田
　
秀
雄

　
記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
立
十
周
年
懇
談
会
を
開
催
　

　
挨
拶
さ
れ
る

　
　
　
　
松
下
副
会
長

　
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
坂
本
区
長

　
平
成
二
十
七
年
度

　
　「
事
業
予
定
」

○
会
報
「
道
」
を
発
行

　
春
号
と
秋
号
の
年
二
回

○
第
九
回
藤
ま
つ
り

　
四
月
十
九
日
（
日
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

○
記
念
碑
の
定
期
点
検

　
五
月
三
十
一
日
（
日
）

○
納
涼
夜
市
協
賛

　
八
月
三
日
（
月
）

○
第
十
一
回

　
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

支
援
会
計
　
　
藤
本
　
賢
司

同
監
査
役
　
　
水
田
　
英
二

事
務
局
長
　
　
松
本
　
好
弘

事
務
局
次
長
　
笹
野
　
舜
輔

事
務
局
員
　
　
舩
本
ト
シ
子

相
談
役
　
　
　
藤
本
　
賢
司

　
同
　
　
　
　
中
野
　
　
勲

顧
　
問
　
　
　
藤
井
　
宏
一

　
同
　
　
　
　
太
田
　
勝
義

　
当
日
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

㈱
の
副
会
長
松
下
正
幸
様
を

は
じ
め
福
島
区
長
坂
本
幸
三

様
を
含
む
七
十
八
名
の
ご
参

加
を
頂
き
、
二
時
間
を
超
え

る
有
意
義
な
懇
談
会
に
な
り

ま
し
た
。 

冒
頭
、
ご
挨
拶
に

立
た
れ
た
松
下
副
会
長
様
か

ら
は
松
下
幸
之
助
氏
が
こ
よ

な
く
大
開
町
を
愛
さ
れ
て
い

た
こ
と
や
終
生
大
開
に
本
籍

を
置
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

を
お
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
た
坂
本
区
長
様
は
Ｊ
Ｒ
海

老
江
駅
の
記
念
碑
の
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
た
経
緯
が
説
明

　
当
事
業
委
員
会
は
、
大
開
公
園
に
設
置
し
た
記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」
が
建

立
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
受
け
、昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
記
念
の
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
が
歴
史
に
残
る
第
一
回
経
営
方
針
発
表
会
を
開
催

さ
れ
た
中
央
電
気
倶
楽
部
で
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
十
年
前
に
元
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
㈱
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
頂

い
た
記
念
碑
建
立
に
対
す
る

お
礼
状
が
披
露
さ
れ
、
松
下

電
気
器
具
製
作
所
ゆ
か
り
の

方
々
と
し
て
、
京
阪
神
ナ

シ
ョ
ナ
ル
商
事
㈱
の
八
木
社

長
様
、
藤
井
金
属
化
工
㈱
の

藤
井
会
長
様
、
十
一
商
事
㈱

の
代
表
取
締
役
小
泉
様
の
ご

紹
介
が
あ
り
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
吉
崎
地
域
振
興

会
長
の
ご
発
声
で
乾
杯
が
行

わ
れ
、
会
食
懇
談
と
和
や
か

な
ひ
と
時
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。
松
下
副
会
長
の
そ
ば

に
は
、
次
々
と
ご
挨
拶
に
訪

れ
る
方
が
跡
を
絶
た
ず
副
会

長
も
大
変
忙
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
松
下
事
業
委
員

会
の
活
動
報
告
か
ら
始
ま
り

「
藤
ま
つ
り
」
や
「
創
業
の
地

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

「
記
念
碑
の
定
期
点
検
」「
ぜ

ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
映
像
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
下

政
経
塾
の
古
山
塾
頭
の
祝

辞
、
詩
吟
「
教
導
碑
」
が
吟
じ

ら
れ
、
締
め
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
㈱
竹
安
役
員
の
挨
拶
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

※
二
面
に
本
懇
談
会
の
収
支

報
告
書
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　「
お
知
ら
せ
」

　
　
第
十
七
回
松
翁
忌

　
今
回
は
、
松
下
幸
之
助
氏

ゆ
か
り
の
高
野
山
へ
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
墓
所
他
を
訪
ね
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
平
成
二
十
七
年

　
　
　
　
五
月
十
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時
半

集
合
場
所

　
南
海
難
波
駅
改
札
口
前

費
用
　
交
通
費
、昼
食
代
、拝

観
料
は
実
費

定
員
　
二
十
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
参
加
ご
希
望
の
方
は

　
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

　
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き

　
　
　
　
　
　
　
松
翁
会

　
　FAX 06-6136-5011

　
メ
ー
ル

　ichino@iec-dns.com
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株
式
会
社 

新
日
本
プ
ロ
セ
ス
広
芸
社

　
　
　
　
　 

代
表
取
締
役  

社
長 

井
筒
濱
子

　
　

　
当
委
員
会
が
開
催
す
る

藤
ま
つ
り
も
今
年
で
九
回

目
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は

小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で

一
年
間
里
子
と
し
て
育
て

て
い
た
だ
い
た
鉢
植
え
の

藤
の
中
か
ら
、
花
が
咲
い

て
い
る
鉢
を
希
望
者
に
頒

布
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
鉢
植
え
の
藤
の
苗

を
育
て
て
い
た
だ
く
里
親

も
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
慢
の
藤
を

持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
品

評
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
出
品
い
た
だ
い
た
方
に

　
　
昨
年
、
記
念
碑
「
松
下
幸

之
助
創
業
の
地
」
建
立
十
周

年
記
念
懇
談
会
に
出
席
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
様
に

盛
大
な
懇
談
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
は

身
に
あ
ま
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
懇
談
会
が
和

や
か
に
進
行
す
る
中
、
私
が

三
十
代
の
頃
、
憧
れ
で
あ
る

「
経
営
の
神
様
」
松
下
幸
之

助
様
に
お
目
に
か
か
れ
た
好

機
が
あ
り
、
当
時
の
お
元
気

な
お
姿
が
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
、
感
動
で
胸
の
熱
く
な

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
幸
之
助
様
の
多
く

の
経
営
書
で
学
び
ま
し
た
。

「
素
直
な
心
」
が
一
番
大
切

で
あ
る
事
を
こ
れ
か
ら
も
経

営
の
基
本
哲
学
と
し
て
学
び

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
㈱
新
日
本
プ
ロ
セ
ス
広
芸

社
は
一
九
三
五
年
に
さ
さ
や

か
な
姿
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
今
年

創
業
八
十
周
年
を
迎
え
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

「
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
」

　
そ
れ
は
水
と
空
気
以
外
の

あ
ら
ゆ
る
素
材
に
ひ
と
き
わ

鮮
や
か
な
彩
り
を
映
し
出
す

事
が
出
来
る
万
能
な
印
刷
技

術
で
す
。
創
業
者
前
川
が
幸

之
助
様
と
の
出
会
い
に
恵
ま

れ
、
お
取
引
き
を
開
始
さ
せ

て
頂
き
ま
し
て
か
ら
、
長
い

年
月(

六
十
八
年
間)

数
多
く

の
販
促
ツ
ー
ル
他
を
製
作
し
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
創
業
者
の
前
川
は
常
に
報

恩
の
念
に
立
ち
、
当
時
は
営

業
車
全
て
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

ラ
ー
に
統
一
し
、
電
球
一
個

に
至
る
ま
で
松
下
製
で
あ
る

こ
と
を
徹
底
し
て
お
り
ま
し

た
。
現
在
、
弊
社
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
は
懐
か
し
い
姿
の

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
坊
や
」
を
は
じ

め
多
く
の
関
連
ツ
ー
ル
が
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
印
刷
産
業
を
通
じ
生
活
文

化
に
夢
と
安
ら
ぎ
を
、
そ
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

企
業
と
し
て
歩
み
続
け
ま
す
。

　
第
九
回
藤
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

は
参
加
賞
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
福
島
区
あ

げ
て
の
「
の
だ
ふ
じ
ま
つ
り

二
〇
一
五
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
行
事
に
も
な
り
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
こ
こ
ろ
か
ら
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

開
催
日
時

　
四
月
十
九
日(

日)

　

　
午
前
十
時
〜
十
二
時

開
催
場
所

　
大
開
公
園
　
記
念
碑
前

　
※
小
雨
決
行
　

　
　
　
副
会
長
　
山
口
達
也

項　目 金　額 摘　　　　要

収　入  前期繰越金 231,392

 各種祝儀 129,000  役員総会、 藤まつり、ぜんざいP

 役員総会会費 28,000  １４人分

 助成金 50,000  赤い羽根募金

 雑収入 55,434  会報協賛金、受取利息,他

 収入合計 493,826

支　出  会議費 61,720  役員総会、役員会・他

 会報発行費 49,680  道の春号・秋号

 イベント開催費 80,722  藤まつり、ぜんざいパーティ

 交通・通信費 2,080  10周年懇談会交通費

 諸経費 25,690  事務用品、コピー代

 備品費 63,525  パソコン

 雑費 1,893  HPサーバー代、他

 支出合計 285,310

収　支  次期繰越金 208,516

平成２６年度　事業会計収支報告書
自平成２６年３月1日～至平成２７年３月３日

会　計　　辻花 悦子　印　　　　　監　査　　中田 秀雄　印

項　目 金　額 摘　　　　要

収　入  会　　　費 780,000  10,000×78名

 収入合計 780,000

支　出  懇談会費 724,435  中央電気倶楽部

 通信費 2,142  日本郵便㈱・他

 交通費 9,340  地下鉄・オレンジキャブ・他

 諸経費 15,680  コーナン・シモジマ・他

 支出合計 751,597

収　支 28,403

※ 余剰金の28,403円は記念碑の維持管理に充当します。

記念碑「松下幸之助創業の地」建立10周年懇談会

収支報告書

名誉会長　増永正始　印　　　　会長　 舩本正治　印

平成26年11月25日

福島区「大開町と松下幸之助に関する事業」委員会

　
防
鳥
ネ
ッ
ト
取
付
け
完
了

　　記
念
碑
の
藤
棚
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
取
付
け
　

　
記
念
碑
の
上
に
架
け
て

い
る
藤
棚
に
昨
年
か
ら
藤

の
花
が
咲
き
出
し
ま
し
た
。

し
か
も
野
田
藤
を
思
わ
せ

る
房
の
長
い
藤
で
し
た
。

し
か
し
折
角
つ
い
た
花
芽
を

鳩
が
つ
い
ば
み
ほ
と
ん
ど
取

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
で
は
、
こ
れ
に

懲
り
て
去
る
三
月
十
四
日
に

藤
棚
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
取
付

け
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら

小
雨
が
降
る
中
、
夢
と
希
望

の
会
や
野
田
藤
の
会
の
方
々

に
ご
協
力
を
頂
き
、
無
事
に

取
付
け
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
四
月
十
九
日

の
藤
ま
つ
り
に
は
立
派
な
藤

が
咲
い
て
、
文
字
通
り
花
を

添
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　
弊
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム


